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１．はじめに 

著者らは，四国東南部の竹ヶ島海中公園においてイシサンゴ類の一種であるエダミドリイシ（Acropora 

tumida，以下 At）を再生指標とした自然再生事業に取り組んでいる．当海中公園は，1972年に指定され，At

の大群落が形成されていた．これまで，評価手法として PHSI(Probabilistic Habitat Suitable Index)モデルを提案

し，物理環境（潮流流速，残差流量，及び底面摩擦速度）の変化を，Atの生息環境の視点から評価するツー

ルとして活用できることを報告した 1)2)．さらに，At の生理・生態的特性を把握するため，平成 18年 7月末

に採集した Atの受精卵を，室内および現場海域で約 1年間育成し，PHSI値の異なる 2地点に At の幼体(以

下，Atc)を放流し，成長過程を観察した 3)4)．PHSI値は，Atの生息環境を 0から 1の数値で表すもので，1に

近いほど生息環境が良好であることを意味するものである．ここでは，これらの調査結果を踏まえ，Atc の

追跡調査結果と PHSI値を関連付けることにより，海中公園に指定された 1970年頃の当海域での Atcの初期

成長率を推定した結果について報告する． 

２．調査方法 

(1)放流実験概要 平成 18年 7月末に竹ヶ島・甲浦湾内で採集

した At の受精卵を水槽内でセラミック製の板に着生させ，平

成 18年 10月 2日から平成 19年 9月 28日まで竹ヶ島海域にお

いて中間育成した後，図-1 に示す PHSI 値の異なる W6(水深

5.4m，L.W.L時)と WB(同 6.3m)に設置したコンクリート塊(重量

3t)に，Atc が付いた着生板を放流した．放流数はW6に 20群体，

WBに 38群体である．放流後の Atcの生残・成長状況等を知る

ために，年数回程度の経過観察を行っている．図-1中に，両地

点の半径 10m内の平均 PHSI値を併記した．  

Atc の成長量は，撮影したデジタル画像から，各 Atc の投影

面積を測定した後，斃死した群体を排除した合計投影面積から求めた推計直径の増加量で表される．なお，

採卵時の推計直径は 0cmとしている．ここに，推計直径とは，測定した群体の投影面積をもとに，各群体の

合計投影面積を真円と仮定して求めたもので，式(1)で表される．推計直径の増加量は，卓状のミドリイシで

は枝の伸長量であると見なすことができる． 

 
 

W6 と WB の両地点での推計直径(平均)の

経年変化を図-2に示した．図中の実線は，両

地点の成長量を採卵直後(平成 18年 7月 27日)

からの経過年数に対して直線近似したもので

ある．それぞれ式(2-1)，式(2-2)および式(3)

で表される．図より経過年数が 2年程度まで

は，両地点ともに同程度の成長量である．し

かし，それ以降は，WBに比べ W6の成長量 

推計直径 = 2 × 投影面積／π (1)

推計直径 = 2 × 投影面積／π (1)
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図-2 放流 Atc の成長量の推移 
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が徐々に大きくなり，3 年を経過すると両地点での成長量の差は格

段に大きくなっていることがわかる．この要因として，群体形状を

見ると，WBでは平成 23年 1月 24日時点でも被覆状を呈している

のに対して，W6 では採卵後 4 年目に入ると，枝の成長が著しくな

り，それまでの被覆状から叢状の群体形になったためと考えられる． 

(2)PHSI 値と成長率の関係 
 図-3は，一例として採卵から 3年経過時の推計直径を，放流時の Atcの推計直径(W6:0.83cm，WB:0.84cm)

で除した値を成長率として表し，W6と WBのそれぞれの PHSI値に対して示したものである．図中に示され

る直線式の傾きより，PHSI値の差 0.1は 3年後には成長率で約 1.04(104%)の違いになることがわかる．これ

は，3年後には，推計直径で約 2倍，投影面積で約 4倍の差となることを示唆するものである． 

３．推定結果 

図-4 は，別途解析した 1970 年頃の竹ヶ島・甲浦

湾の PHSI値分布を図-3の関係にあてはめて再現し

た，当時の Atc の初期成長率分布（着生後 3 年）を

示したものである．図より，湾の西側で Atの成長率

が大きい箇所が多く存在したこと．指定当時でも，

海中公園 2 号地は Atc の成長に不適な環境であった

こと．また，1 号地は全体的に成長率が高かったこ

とがわかる．これらに関して，湾の西側区域につい

ては調査記録がないため評価することはできないが，

海中公園周辺では，徳島県の調査記録 5)等から類推

すると，当時の At分布傾向と概ね一致する． 

４．おわりに 

本報告では，Atcの追跡調査結果と PHSI値を関連付けることにより推定した，1970年頃の Atcの初期成長

率分布を示した．過去の状況記録が明確な形で残りにくい海域での自然再生において，当時の状況を解析的

に表し，人為的な環境変化が指標生物の生息環境に与えた影響の程度を事象毎に評価することは，現在の状

態に至るまでのメカニズムの把握に極めて有用な情報となり，自然再生計画を立案する上で重要である．  
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図-3 Atc の成長率と PHSI 値の関係 
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成長量 (W6) = -1.74 + 2.04 ×経過年数 (～3..0年) (2-1)

= -18.42 + 7.48 × 経過年数 (3..0年～) (2-2)

成長量 (WB) = -0.50 + 1.05 × 経過年数 (3)
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図-4 Atc の初期成長率分布(1970 年頃)(着生後 3 年) 
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